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資料紹介　竹本播玉資料について
明治～昭和の娘義太夫
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はじめに

本稿では、昨年11月に関市某家より寄贈いただいた

娘義太夫・竹本播玉1）（図1）旧蔵資料を紹介する。
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今回紹介する竹本播玉は、こうした芸人たちのひとり

で、人生の大半を旅に暮らしたようである。寄贈品は、

旅行鞄と見台の桐箱各1点（図2）、それぞれにたくさ

んの浄瑠璃本が詰め込まれていた。以下、最初に娘義太

夫とそのブーム6）について概説して、つぎに寄贈資料を

リストに整理したものを示しながら、播玉について簡単

にまとめてみたいと思う。

†箱に書かれた芸名

－→分解した見合と床本などが

ぎっしり収納されている

図1　竹本播玉肖像（仙台市で撮影）

娘義太夫2）とは、明治～大正に隆盛した女流太夫によ

る素浄瑠璃（人形操りが伴わない太夫の語りと三味線の

伴奏のみの演奏）である3）。流行の中心地は東京だった

が、義太夫の本場・大阪をはじめ各地で盛んに興行があ

り、当時は素人義太夫（素義）も大人気だったため、男

女ともに義太夫師匠としても活躍した。加えて、娘義太

夫は、ときに座敷芸としてのニーズもあった。そのため、

男性の場合、太夫と三味線の二人高座が通例だが、娘義

太夫では多くが弾き語りも行った。最盛期、彼女らの大

半はローティーンでデビューする元祖アイドル的存在で、

熱烈なおっかけフアンを擁する有名スターがいる4）一方、

各地を巡業する傍ら、巡業地に点在する弟子らに稽古を

つける人も少なくなかった5）。
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図2　見合箱と旅行鞄

1　娘義太夫について

さて、女流義太夫（女義）どころか、浄瑠璃がすっか

り遠い存在になった現代7）の生活では、それがどんな芸

能で、どういう魅力が明治の人々の心を捉えたのかを想

像することが難しくなってしまった。当時のようすを知

る人は、つぎのように語っている。
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若手の姻榔っぽいのが花聾に肩衣姿で、こっちを横

目で見ちやニッコリするんだから、たまんないよ。（中

略）触りで櫛や聾を落として力を入れる、見台に両手

をついて伸び上がってみたり、そうかと思うと、額を

叩きつけるように首を伸ばして体をもみくちゃにして

みたり（中略）櫛や管を振り落すところが、なんとも

言えないわけなんだ。（中略）

彼女らが高座に姿を見せただけで、寄席の中がパッ

と明るくなるんだから。実際、電灯の明るさが増した

ように思えたもの。美しかったね。本当は今ほど明る

くはないんだよ、高座の上も寄席も。ボオッとしてい

るところに、するすると簾が上がってゆくと、そこに

花の姉妹が花聾に肩衣姿で坐ってるの。で、三味がと

きに甲高く、ときに重く響く中を、昇之助の声がぐる

ぐると客席をまわってゆく。次第に昇菊の三味線がは

すに傾き出し、それにつれて昇之助の肩が小刻みにふ

るえて、花聾が揺れ出す。そうなると、今度は両手に

注目する。こちらの予想通りに、その白い手が、つい

と見合の上に置かれて、上半身が伸び上がる、次いで

額もつかんばかりに見合の上に、ぐいと首が伸びて、

全身がもみくちゃになってゆく…。（中略）ふたりの姿

が目に焼きついてしまっていて、いつになっても忘れ

られないね。8）

北村銀太郎（1890－1983）9）が、明治30年代後半一大

正にかけて一世を風靡した豊竹昇菊（姉、三味線）・昇之

助（妹、太夫）姉妹10）の舞台を昭和55年（1980）頃に

回想した聞き書きである。可憐な乙女の熱演に心蕩かせ

た書生らののぼせっぶりを生き生きと再現していて、思

わず引用が長くなった。本稿の主人公・播玉もご覧の通

りの麗しさだが、当時のスターはローティーンから二十

歳そこそこの妙齢の美人ばかり、「芸よりも色」「器量ぽ

っかり、さわり（クライマックス、聞きどころ）ぽっか

り」で「芸は二の次」の観がなきにしもあらずではあっ

た。

とはいえ、昭和の美空ひばりに匹敵する明治の元祖ア

イドル・竹本綾之助は義太夫節の本場、大阪仕込みの本

格派だったし、北村銀太郎も「本場の名古屋」11）から来

た竹本京枝や呂昇が人気に火を着けたと述懐していると

おり、やがて、「芸」に比重が置かれるようになる。

そもそも、社会現象にまでなった明治以前から、とく

に江戸では娘義太夫が好まれた。つまり、もともと、東

京は美声を愛好する風があった。ややもすれば、悪声を

ものともしないいぶし銀の「語り」が良いとされる大阪

発祥の義太夫節よりも、現在でも人気の衰えない歌舞伎

舞踊の清元節の「歌声」への偏愛ぶりが、女性ならでは

の「美しい義太夫」を発見させたのではないだろうか12）。

加えて文楽（人形浄瑠璃）がないことが、東京における

素浄瑠璃である娘浄瑠璃の人気を確立13）し、芸を磨いた。

それが証拠に、物語が山場にさしかかると、「どうする」

「どうする」と離し立てたり、楽屋待ちして太夫の乗る

人力車を勝手に押しながら並走したという、いささか熱

狂的すぎるフアン「ドースル連」も明治末には姿を消し、

替わって、文人たち14）が寄席を訪れるようになった。こ

こではその流れを詳述する余裕がないが、年表（表1）

にまとめたので、参照されたい。とまれ、娘義太夫の良

さとは、耳に快い語りの芸だというべきだろう。

2　娘義太夫たち

ところで、女義たちを一覧（表2）に整理してみると、

っながりが見えてくる。家元がなく、従って、世襲がな

くて実力主義のこの世界は、師弟関係と一座の人間関係

によって彼女らの社会が形成されているようすが窺える

のだ。

とくに注目されるのが、3世15）竹本土佐太夫（のち播

磨翁）を仲介したネットワークである。

J　師弟関係
☆　　名古屋出身
★　　岐阜出身

ェ「］男性太夫
エ　　コ娘義太夫
※数字は代を表す

図3　師弟関係

『名古屋市史　風俗編』（名古屋市役所（1915）．）によ

ると、土佐太夫は名古屋の素義たちの要望で再々の来名

以降、名古屋市内に在住し、多くの門人を育てた。その

なかに初期娘義太夫の最重要人物である京枝と呂昇が含

まれており、いずれも多くの門弟を擁したため、名古屋

圏域に土佐太夫系義太夫芸人が輩出したのである。われ

われの播玉もこの系列に連なる（資料14）。次節で、い

よいよその資料群について紹介しよう。

3　竹本播玉について

竹本播玉（本名・杉本せき）は、明治末期から戦前に
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かけて、名古屋を拠点に全国で巡業・義太夫指導に当た

った娘義太夫である。寄贈品に含まれるのは撥のみだが、

遺品には三味線もあった（三味線を弾く人にあげてしま

った由）そうだから、弾き語りも行ったのだろう。稽古

本には朱章（譜面）らしき書き込みも見られる（図8下

など）。

最初に、播玉資料が関市に残った経緯と寄贈者との関

係を説明するために、系図を示す。

竹本播玉（杉本せき）

量1　男＝藷 劔杉本家 

I 圭　　　　　一」－ 劔I 弟 

1＝コ � � 

裕子　久子　和子
（長妹）（次妹）（寄贈者）

図4　系図

関市在住の寄贈者は、播玉の孫の義娘にあたる。寄贈

者によると、播玉は、最初、名古屋在住で、一時、中津

川に仮住まいをし、その後、関16）に移住、寄贈者が小学

生の頃（1950年代）、関市で亡くなった。移住の経緯は、

巡業や出稽古中、留守を預かる養女1夫妻に仕立て屋を

営ませていたものの、孫が幼い内に実母が他界し、播玉

が旅暮らしで不在が長引く中、養女2（継母）夫妻と孫

の関係がうまくいかず、孫を不憫に思って養子縁組を解

消、名古屋の家を整理して関市に移ったとのことである。

中津lIIには、関市移住前、名古屋から通うのがたいへん

なので、同地で稽古をつけていた旦那衆に宿舎を世話し

てもらったそうで、門人には、芝居絵で有名な郷土画家・

中川ともがおり、ともは芸名「播登」を名乗る17）ほど稽

古に励んだ。

－四十二歳で大垣から中津川へ帰られ、絵に専念さ

れたわけですが、そのころ恵那文楽や恵那歌舞伎に関

係し、義太夫もやられた。（※以上、インタピュア）

中川　やったんです。どういうものか－ぺんやってみ

たいと思って、竹本播玉といういい師匠がおりました

（※下線は筆者）からね。

まあ義太夫だけは自信があります、などと思ったの

は大間違い、やはり堂に入るということは、天才と数

□ですよね。18）

上記は、昭和52年（1977）、とも88歳のときの述懐
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だが、「間孔太郎氏、間四郎氏名誉市民推挙祝賀会」（1971

年）で義太夫を語っている高座姿の写真（当時81歳）

図5　竹本播玉の肩衣（資料123）

が残っている19）。この写真でともも着用している肩衣は、

女義の象徴といわれ20）、寄贈資料群にも2領21）ある（図

5）。

この肩衣は小さなもので、着用者の小柄さをしのばせ

る。播玉の愛用品は、例えば、撥の袋（図6）にはかわ

いらしいアップリケや花形飾り結びの留め具があしらわ

れ、浄瑠璃本（図7）には花（桜？）が書き加えられる

など、可憐な女性らしい好みを伺わせるものが多い。
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図6　撥（資料120）
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図7　浄瑠璃本（稽古本）（資料91）

反面、稽古本（図8）には、容赦なく書き込み、紙を

貼るなどして、よく使い込まれており、いつもページを

めくる手がかかるためにちぎれてよれよれになった頁右

兄
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下を厚紙で補強するなど、よく稽古した形跡がある22）。

縦4．5cmX横2．5cmの極小の名刺（図9）は、厳しい芸

の世界に生きるプロの職業人の玲持を思わせる。男尊女

卑の近代日本を、自立した職業女性として生きた播玉の

姿を彷彿させる遺品である。
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図8　稽古本（資料23、85）

鰯 

∴； 舒ﾙwH����ｲ�����b�∴ ∴ 

十一： 佶xｬ末侏��i4ﾒ�劍��������ﾘ�Y7ｲ�

図9　名刺（資料9）

4　寄贈資料について

前節では播玉資料のいくつかを写真で紹介した。冒頭

で示した鞄と桐箱に入っていた資料は、数量の多い順に、

稽古本（版本に黒朱入り）76冊、写本（浄瑠璃本）26

冊、同（記録類）3冊、写真7枚、印刷本3冊、その他

12点の計127点であった。表3にリストを示す。

これらのうち、とくに記録類（「播玉連」23）＝素人弟子

たちの住所録や公演の出費録など）は、雄弁に播玉の生

活を物語ってくれる。恵那文楽との関係を伺わせる写真

（資料2）や中津川病院の通院記録（同95）は、中津川

での暮らしを跡づけるものである。北海道には2回（19

13、1915年）訪れており（資料29、44、107）、先の住

所録（同34、95）をざっと見る限り、東京・神奈川・大

阪・兵庫など各地に門弟がいたらしい。思った以上に活

動範囲が広い。それだけ広範な義太夫愛好層が、かつて

は存在していたということだろう。

また、浄瑠璃本（102冊）の約1割、12点（資料26、

31、38、56、79、82、84、85、96、97、109）＋補紗1

点（同121）に播玉以外の芸人の名前（11人）がある（素

人の名前は除く）。高価な浄瑠璃本は師匠や先輩から借り

て書き写したり、先輩から譲り受けることが多かった24）。

中でも「豊竹巴蝶」25）は浄瑠璃本5冊（同26、38、79、

84、109）にその名があり、非常に近しい関係であった

と思われるが、残念ながらいずれも経歴未詳である。

おわりに

以上、娘義太夫・竹本播玉の旧蔵品について概述した。

娘義太夫についての先行研究が少なく、それも東京で活

躍した人物に限られるため、現段階では、名古屋ベース

の芸人であった播玉について詳しいことはよくわからな

い。彼女が所属していた「昇り家・」についても、全く資

料を探し出せなかった。中津川や関での播玉の生活につ

いても何らかの資料・記録が残っていないか、知りたい

ことはまだまだある。

例えば、遺族のお話によると、播玉は関市・新長谷寺

の三重塔修復26）に際して寄進し、名簿に「竹本播玉」と

あったと聞いているそうだが、現在、境内にそれらしい

掲示はなく、確認できていない。また、没後、名古屋市・

覚王山日泰寺に旦那衆が墓を建ててくれたというが、そ

れも未確認である。

今後は、資料のリスト化作業で抽出した固有名詞にア

ンテナを張りながら、引き続き情報収集を続けていきた

いと思う。「播玉連」人名録にも、興味深いソースが眠っ

ていそうである。本稿は甚だ未整理・不勉強の段階での

執筆となった。大方のご教示を願いたい。

末尾ながら、貴重な資料を寄贈いただきました遺族・

関係者の皆様に深謝申し上げます。

註

1）芸名のよみ「はりぎょく」は遺族によった。「はんぎ

ょく」とする読み方もある。（岐阜県美術館（1988）．中

川とも展　天衣無縫の芝居絵師，岐阜県美術館．）
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2）女義太夫とも。とくに東京では「娘義太夫」と呼ん

でいた。戦後、女流義太夫と呼称するようになり、略

称の女義もよく用いられる。本稿では、主に「娘義太
夫」とし、適宜、女義等他称も使用する。
3）以下の概要は下記を参照した。

水野悠子（2003）．江戸・東京　娘義太夫の歴史，法

制大学出版局．
水野悠子（1998）．知られざる芸能史　娘義太夫，中

央公論社．
4）竹本素京は、「三十でも四十でも」娘義太夫と呼ばれ

た「若さ、色気、はなやかな響き」が、「芸に色気、人
気稼業」であった一面を反映していると語っている。

（竹本素京・加藤雅毅（1990）．弾き語り女義太夫一代，

草思社）
5）素京は東京の暑さ寒さを避けるため「二八月は旅が

多かった」といい（前掲4））、「女越路（太夫）」の異
名をとった名人・豊竹団司は座長として一年の大半を
旅巡業に暮らし、家に帰るのは盆・正月だけだったと
いう（林芳樹（1988）．女義太夫一代　豊竹団司じょう

るり人生，神戸新聞出版センター．）。
6）昭和29年（1954）段階で、女義は「過ぎ去ったロ
マンティックな夢」「舞台の芸から次第に遠ざか」るの

ではと懸念されている。（守美雄（1954）．展望　女義太

夫の現況，演劇界12（3）．）

7）現在の文楽（人形浄瑠璃）興行は、国・大阪府・大
阪市・日本放送協会の助成金で運営される財団法人文

楽協会に所属する太夫・三味線・人形の三業の技芸員
によって国立文楽劇場を主な公演場所として行われて
いる。後継者養成の研修も国立劇場が担う。つまり、

公演収入による営利活動ではなく、全く、公共が保護

育成する伝統芸能保護育成事業となっている。（藤田洋
（2011）．文楽ハンドブック第3版，三省堂）

最近では、昨年6月以降、大阪市長が文楽協会への

補助金支出について難色を示して話題になった。結局、

補助金額を大阪公演の有料入場者数に連動する方式を

取り入れたと報じられている。（産経新聞（2012）．2012

年12月20日．

http：／／sankei．jp．msn．com／politics／news／121220／lc112

121212201244－nl．htm　2013年1月18日閲覧）

8）北村銀太郎述，冨田均編著（2001）．続聞書き・寄席

末広亭，平凡社．（北村銀太郎述，冨田均編著（1981）．

聞書き・寄席末広亭一代，少年社．の改題・復刻）
9）建築業を経て、寄席経営に転換、新宿・末広亭の席

亭（支配人）を37年にわたって務めた。諸芸に通じ、
「大旦那」と尊称された落語界の重鎮。

Wikipedia「北村銀太郎」項

http：朽a．wikipedia．org／wiki／％E5％8C％97％E6％9D

％91％E9％8A％80％E5％A4％AA％E9％83％8E

2013年1月18日閲覧

10）引用文中にあるとおり、姉妹は「花の昇菊・昇之助」

（木下杢太郎）と詩にも謳われた。
11）大阪弁イントネーションで語られる義太夫節は、関

西圏以外の出身者は「なまりがある」ため、習得が難
しい。その点は名古屋圏域も同様だが、芸所の土地柄
のみならず、娘義太夫初期のスター（京枝、呂昇）が

いずれも名古屋出身（但し、京枝は京都生まれで名古

屋に嫁した）だったため、東京では「本場」とみなさ
れていたようだ。

小説『仏果を得ず』（三浦しをん（2007）．双葉社．）

では、主人公で関東出身の新米太夫が、日常生活でも

関西弁を使ってイントネーションを矯正するようす
が描かれている。
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12）倉本喜弘は、明治初期に東上した竹本越路太夫の美

声が東京の聴衆を魅了し、それを受け継ぐ存在として
娘義太夫が人気をよんだと分析している。（倉本喜弘
（2006）．芝居小屋と寄席の近代　「遊芸」から「文化」
へ，岩波書店．）

また、綾之助を主人公にした小説『星と輝き花と咲
き』で、松井今朝子は、綾之助の義母で相三味線だっ

たお勝（芸名・鶴勝）に東京人は甲高い歌声が好きな
ようだと語らせている。（松井今朝子（2010）．講談社．）

13）娘義太夫が「文楽より一枚下」にみなされる大阪で

は、「東京もんのジョーロリは関東なまりが強うて聞
いてられん」上方の娘義太夫たちにとっても、東京の

興行界は無視できない存在であった。（前掲5））
14）有名な娘義太夫フアンとして、竹久夢二（1874－

1959）、志賀直哉（1883－1971）、高浜虚子（1884－1934）

など文学者や「ライオン宰相」濱口雄幸（1870－1931）

など。
15）参照した下記文献には「4世土佐太夫」とあるが、

4世（？－1839頃）は年代が合わず、3世（1803－1900）

かと思われる。しかし、播磨翁と名乗った太夫の存在
が確認できず、従って、3世が播磨翁と同一人物か否

かも不明。後述するように、「播磨翁門人」（資料14

以下、番号は表3の資料番号）とする播玉が摂津大塚

関係者と思われる（同4、11、12より）ため、本稿
では暫定的に摂津大塚門弟の3世とした。なお、参

照文献等はつぎのとおり。
水野悠子・国立劇場調査養成部芸能調査室（2000）．

娘義太夫　人名録とその寄席，日本芸術文化振興会．

名古屋市役所（1915）．名古屋市史　風俗編，名古屋

市役所．
Wikipedia「竹本土佐太夫」項

http明a．wikipedia．org／wiki／％E7％AB％B9％E6％9C

％AC％E5％9C％9F％E4％BD％90％E5％A4％AA％E

5％A4％AB　2013年1月18日閲覧

16）遺族によると、関市長住町に住んでいたそうだが、

寄贈資料（14、84）はいずれも「関町富本町」とす
る。

17）赤井達郎（1972）．中川とものこと，日本美術工芸

（402）．

18）玉田幸人（1991）．美しく濃く　岐阜の美術家たち，

岐阜県美術振興会．
19）中津川市、中津川市教育委員会（1992）．中津川市制

40周年記念　中川とも展（解説目録）．
20）前掲3）、水野（2003）．

21）前掲4）によると、時代物と世話物で変えるものだ

という。

22）当館では、平成24年（2012）2月に、岐阜市内某

家より岐阜県本巣市の真桑人形浄瑠璃（重要無形民俗
文化財）の三味線弾きだったという豊津廣吉の資料を

寄贈・受納している。廣吉の残した稽古本はわずかで
あるが、それらと比べると、播玉の稽古本の書き込み
は圧倒的に多く、本も使い込まれている（保存状態の
違いもある）。
23）素人義太夫の弟子たちを「御連中」（前掲3）、水野

（2003）．）「連中さん」（前掲4））と呼ぶ。

24）前掲4）

25）ちなみに、ビートたけしの祖母は娘義太夫で、芸名

を「竹本巴蝶」といった。（北野さき（1988）．ここに

母あり，太田出版．）
26）明治以降の修復は、昭和6年（1931）と昭和34－

36年（1959－61）の2回行われている。
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！ 植 劔刄M 甘 く⊃ 劔_R�ｬ2�*ﾘ���｢�剏v �?���ｲ�凾ｭ｝〕 ～ e �?���ﾈ�｢�甘 く） 凵ei－ 甘 く〕ここ 劍�2�刳ｺ 諮 剴�| くつ巡 劍�F��ﾂ�?���ｹ>b�堅 ！ �8�｢��｢�廿 ○鮮 凵I 抹 剴� ⊂） ���ﾄ��ﾂ�?���ｹ>b�甘 く） �����2�甘 く） 剴� ⊂〉 �?���ｹ|����F��ｨ爾�?���ﾈ�｢�廿 e橿 豫2�*ﾘ�｢�

諮 足 留 ∞ CD i く○ 劔儂 無 謬円 く、・・ I － 剩霽b�ﾕ闌��V8冷�凵I 出 K i tJ 帽ｨｲ�k2�G｢�G"�剌a 冨 〇・・ i mo ��H����O��xｹ5r���H�ｲ��ｶ��4B�N 渋 苗 〇・・ i ∞ 剞｡荏 渋避 雷馬 C、・ I ∞ 劍�����ｲ�4B��r�4B���*ﾖ��剴W 芭 「、 剞｡ヽ 決澄 苗長 く○ ∞ CD I N 劔o(壺�ﾎｩ+r��r�*譏7R��ｸ�｢�H K Cb ∞ CD l iO �*�*B�k9�2�V8冷�fﾒ���6"�くヽブヽ 蕪辞 苗展 卜 く○ ○） i くつ 剌a 冨避 “e” Cb CD 儂 洪 苗 ぐヽ・ I 「i－ 披������V8冷�*ﾘ�"�“寸“ 粟 野出 〇°・ i C） 偬��V9>b��ｨ�X�R�Oe 恕 苔 へ・ I くヾ 剳梼ｫ 蕾渋 �*ﾘ�(7R�k9�2�W�62��ｨ�X�R������*ﾘ�$��搨�V2�ぐう田 無諮 冨馬 へ・ ��ﾂ����裁¥r��ｸ�｢�*ﾘ.���ｸ�｢���

I eJ e） ∞ 剴����ﾂ���*ﾘ�ｲ��r��r�凵Z・・ i ∞ ∞ 劔〇・・ i 「、 劔el I ∞ 「、 ∞ �*ﾘ���X�R���4B�fﾒ��r��ｸ����2�b��B�6r�$B��������+��+��饕�冓 C） ∞ ∞ 凵Z・・ i 寸 Cb ∞ lrヽ IJ 剿��R���X�ﾂ��r��h�b��ﾈ�ﾂ���x��B�鍈�白�)ﾒ�L��Lr�劍*ﾖ�������劔i くつ 冓 N 剩��X,"�Cli・ I ぐJ C） ∞ ＋一 手 e S NJ 奄 N 鞋 iシ iシ ］ き 僮 uつ 冓 冓 rii、 OD ∞ ＋o H 高 良 ＿／ “、 嶋 せ き 劔亦�

くくプ ∞ 凵ｼ） o） 劍�r�4��〇・・ i 凾ｭ○ ∞ 劍*ﾘ�ｲ��r�凵ｼ） Cn 劔勺“ ∞ 凾ｭ○ ∞ 册） ∞ ��ｨ耳�R�����ｸ�"��r�〇・1 －11 凵ｼ） CD 僂D ∞ �*��&��R�����7R��r�e） ∞ ��r��r�卜 く：o 凵宦j ∞ 凵D甘“ ∞ �*ﾖ���r�○） く：○ ��ｸ�｢�*ﾘ�h�ｲ�eo ∞ 凵Z・・ i ��r��r���ｨ�X�R���∞ ∞ ��ｸ�｢��r�

十一 舌 e t卜 ��ｸ����2�／ fミ j e 凵_／ 紬J ��X�ﾂ��ｸ����2�R�ﾈ���"���8��〇一・ 十n H 示 ・嶋 ＿⊃ ＿ノ ーヽ 韮 馳 璃 ��ｸ���ID “U Ik ��ｨ�X�R�����������h.��ｯt��ｵB�〇・・ 十一 手 凵[中 一ヽ） や ��ｸ爾�ﾅ"�R���ｨ�X�R�����ｵ"�自���箸�6r�(｢���+��*ｲ�／ ・R ／ ＿〟＞ �(b�ｶx��������＼／ ⊥‘ 紬〇 一 ．＿｝ 凵Qj lli′ ＿．｝ ��ｨ�X�R��b��ﾈ�b���x����(b��"�+��+��*ｲ�棉(�"�D��禽一 義 怒 蟄 冤Q い く 刄mー －） で ��ｨ�X�R�5｢��?｢�ﾇ(�"�{ﾂ�ｷ"�ﾇ��薰��2�棉(�"���b�Irヽ ����(b� �*ﾘ�&��R���������釘�鰾��ﾂ�ﾖb����咤�－∪ ＄ 冤n 同 偖ﾈ�｢��$��ﾆﾆ��ﾂ���x����＋、 舌 e �������ｸ�R�v���8ﾂ�”〇〇〇 十、 春 e 凵Z°・ l卜 時 雨 末迄�b��ﾈ���夢�Oi・ ／ ・e セ 畏 拙 田 嶋 車 ��ｨ耳�R������ﾔ�����8"�lr＼ i」 ����｢�-ﾂ�

e t卜 剩問�ﾖﾂ��1日 セ 剪� IIく 劍箸�刹T 劔寧／ ＿jlR 凵彿〃 －＞ 中 軸 媒 博 幸： 劔◆′ －｝ 劔�5｢�劍�ｸ�R����ﾒ�������ﾆ��劍�ﾈ�C���������ﾆ��ﾂ����H�����������刄Z 劍-ﾂ�

＿⊃ ギ 馬 置 N ����b����Tﾒ����'ｲ���＿j 柑 凵v 購 味 ����ﾒ����������b�jb�ト 怯 �6r�%ﾂ��6r�jb�ト 奄 刄g 噌 �6r�������壺��｢�����剪� 培 �(i?����中 嶋 剔� 操 劍鍈�粕��剪� 盤 ーヨ 毒 手 剪� 計 劍鰾�,ﾒ�NJ 昧 伜"�蹤��中 毒： 儂J 制 刪ﾘ ▼‾ 匝 �>｢������縄 苗 N ��h�b�62�&��犠 懸 璃 拙 剽ﾇ 一． ���楷���h�b�jb�黒 幕 ����+ﾂ�

mi 俯"�他 劔l"���代 ��2����� � ��剪� 仂(�b�佃 剪� 劍�xub�劔ーヨ 劍飛�礁 倬2�′ 剌A 僵 抜�K �� 剌o �����兢��圃 �62�

嶋 抜�K 剋� 倬b��8��K 抜�抜�嶋 僵 兩F��凵怐R 馳 �&��圭 凵氈R 嶋 劍���剋� 刪黶Z一 班 劍甲�忙 抜�K 剴� 剩ﾀ �'��馳 抜�椅 剪y 儉���'��馳 倬b�

車 倬b�圭 剞RI 佇��仍ﾒ�事 �8(�b�倬b�車 剋ﾔ： �<X���刳ﾘ 儖��帥 剋ﾔ 劍�ｲ�剋X 剋ｲ 劍饕�き 倆B�事 剋ﾔ 剌R 儉r�蹴 倆B�車 剿D 伜����2�珊 伜��
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増 給 Ip ／ ・R 時 �� �8���"�ﾆ��u"�-ｲ�ﾄｲ�ｲ�ﾇ����jB�*ﾒ�+x�ｨ�ｲ�萃�茜 ゼ 世 馳 珊 嬰 毒 腺 ‡掌 せ く 00‾l in＿ �6ﾘ�ﾂ��X�h7��+r�*ﾒ�������ｸ���F2�薰�／ 十王 零 く 1 回 ー∪ 駐 ＋ 估��ｲ�Db�ID 山 型 H ′ 埋 H 一 、 巳 く 〇〇° 覆し＿ �6r�8ﾘ耳�｢�萃�ﾄｲ�ｲ�ﾒ�鍈��"�R�dﾂ�ｲ��ｵ��R�皿 瑠 璃 蟄 摸 �"�闔ｨ�｢���ﾂ�R�蛯�62�]��袵��ｧ���ﾂ��ﾂ�-���｢�ｩ｢��r�ﾎﾒ�醒 燥 p 憧 鴨 ′ r nr一 g＿ 牒 郎 日 下ミ ����咄�ｶﾂ��ｴ��ﾄｲ�ｲ�nr�4�R�惲�訷ﾅ"�Gｨ6r�r 蒔 ����ﾂ��7��ﾘﾂ�*ﾒ�������ｸ�&ﾂ�)2��ｲ�ト ロ一一 回＿ ii 鞘 偖ﾂ�x�X�ﾂ�tﾂ�白�G"�十 回“－ gL Ii 舐 ����lﾂ���;"�L��6ﾒ�"�����R�+ﾄﾂ�ﾄｲ�5ｲ�ﾅ��I"�*ｲ�ﾅ��馗������ﾂ�����耳爾������亦�ﾙb�r tn‾1 gL ii 湘 �"�����ﾂ���+X���烹�;"�r nr一 皿＿ 塾 憧 ����ｻｲ�.��ﾉ��ｲ� ��r n一一 g」 樫 山く 匝 乘��l2�ﾝx*ﾒ���手 回‾1 回＿ 撞 珊 �� �� �� �� �� �� 出藍 K出 せK 舘 Ke 几B�ﾉ椅���?､ﾂ�

lK K ��Tｲ�ｲ�lK K 牝ｲ�ｲ�lK K 牝ｲ�ｲ�lK K 牝ｲ�ｲ�lK K 牝ｲ�ｲ�瑠 ゼ 牝ｲ�ｲ�lK K 儁���"�又��蟻 皆 川 亳��､b�末��蟻 菖 iiI 亳��､b�又��10 6犠 瑞皆 K川 亳��､b��ﾂ�瑠 K 牝ｲ�ｲ�蟻 皆 川 俚｢�､b�末��瑳 皆 Iil 俚｢�､b�末��騨 憧 iIi ��ｲ�､b��ﾂ�lK K ����ｲ�lK K 牝ｲ�ｲ�lK K 凩｢�y��lK K ��蔗�ﾒ���Iii 管轄 小皆 末亦�ｬxｨﾒ�抦���申 告蟻 小皆 末亦�9��ﾒ���

古 咽 ′ 白 東 ��慰 蛭 畠 繊 古 根 K �B�I"�塊�jb�咊�ﾌ2��"�Zﾒ�貴 使 虫 ��白 地 蒔 僮"�箸����"� 僮"�+�� �� 侘2�州��B� 俟2�ub�田 寵 �� 僮"�+��ｸ��ﾕ��r E ��自 陣 暗 伜"�葡���6r��ｹ8��楷�."����"�.｢�����XｵB�ｶr�;"� �� 亳r��｢�jb�"�古 田 K 僮"�¥r�wﾒ�白 亜 ＋ 侘2�J��鍈�古 き日 露 恒 ����r�'���｢�畦 匝 －lJ 捻 挫 白 醍 女 性 亳r��｢���"�宣 伸 車 僮"�w2�ｨﾒ�古 語 曲 侘2����H��皇 垂 

＋ 噌 曲 学 ��R�ｲ�hB���%2����轍 田 園 匿 �"�IB�ｼR�ｬ2�置 刑 K 佃 冕r�ﾎ｢����,ﾘｼ｢�,ﾘ��7��姪 lK峨 K蝶 蟄♯ 柴蟄 偬��64亦��ｩz"� 儖��敖�渉�������R� �+｢����r��ｧ�� �� �� �� �� �+｢�ｲ�,�� �� �� 倚��ﾝx*ﾒ����;ﾒ�?r�岨一 握 揖 K 弍����62����世 知 K �� ��00‾1 m＿ 撞 嶋 琳 哩 点 ��甘 栗 ♯ 鎚 �� 

lK K 曲 事 帥 ����環�瑠 璃 輩 H 車 軸 凩｢�y��ﾇ��.��ｹﾒ�蛯�田 制 車 軸 偬��ﾚ��鍈��"�嶋 へ Ii 車 軸 牝ｲ�ｲ�ﾅ����ｲ�薰�炻ﾂ�ﾆ��昧 田 嶋 圭： 傴ｲ�%"���ｲ�鍈�藤 孤 にエ ーFミ 博 幸 �/��]��+��*ｲ�小 出 せ き 末��u��'��債�無 難 馳 ‡掌 ����¥B�'��ﾕB�単 媒 馳 ‡掌 �>R����'��債�嬰 憧 せ き 佗����'���h珖�摸 坦 憧 せ き �B��ﾂ�+��鍈�撞 細く 岬 馳 曲 事l ぐう ���������"�z��'��蛯�僻 Ⅲ 馳 筑 刋��}｢���O��>b�計 柴 駐 輪 ��B����v"�'��Lr�lK K 日 章 軸 冕b�y2�ｮﾂ�ﾈ��伸 堤 主 軸 ����軏�+��*ｲ�登 Hj 享 瑚 ��｢�68���H��ﾔｲ�小 熊 車 軸 ��"�ｲ�yﾒ�+��*ｲ�洪 登 馳 縫 偬����������'���h珖�埋 潤 せ 車： 狽���'��,��

I 倬b�

丑 �)��¥b�堅 K 囘ﾂ�ｲ�殿 鮒 �5R�ｺr� �� �� �;"�L�� ��R�+ﾂ�憧 畔 ��堅 K �B�ﾙ��塵 K �62�,ﾒ�梺���u"��ﾙG｢�惰 性 �� 冕b�邊� ����6ﾘ�ﾂ����)ﾒ�ｲ�Vr� �)��¥b�憧 畔 �� ��鴫 檀 押 �� �� 做"�末�� 

評 ヽ ＼ 評 は 弍����ﾝr��"� 儺ﾒ�ｶ2�+��*ｲ�舵 嬰 伜"��ﾂ�62�(b�H��ﾔｲ� �� 凛2���,b�|��H��ﾔｸ�b�茜 K 壊 せ 事 儺ﾒ��������� 俎R�ｸﾉ5������H�+��唏饕� �����"�思 惟 ��絶 世 �+｢�飛��ﾂ�ｺﾂ��B�推 鞋 ��胱 粗 放 博 幸 僭����+��*ｲ� ��油 膜 患 ��朋 喋 ＼ ��米 推 披����(ｸﾄ��*ﾓ�ﾏｲ�+)����ﾃ��8�(爾����2�+�珖�轟 牽 ��哩 噌 ＼ ��x�B�(｢���� �� 

（ 些 事 ′ 駐 高 巳 些 ） 凹 稗�ﾒ����曲事 覇 諜 報 覇 一寸“★ ��ｲ�.��ﾂ��2�ｹw"�ﾙB��ﾉ%2�（ト・ 衰 ��篇・ 唾 璧 馳 培 担 1．くつ ′ 也 噌 草 屋 増 悪 博 幸 ��嬰 博 学 尽 ���飛� 僣r���黷�R�ﾘ��又��i��環�E��'��Lr�_��*ﾘ�X�｢� �� �� �+��ﾅ����ｲ�ｹﾒ��ﾂ�Kr�飛�嶋了拙 筆1く曲 馬乗祖 態 僵r�飛�6ﾒ��ｸ�"���戦 艦 ′ 持 し。 ��青 苗 K 榔 馳 せ 車 掌l く○ 冓��ﾄｲ��ﾒ�62�����������6ﾘ�ｲ����+��*ｲ��ﾂ�62��H��x�����+��*ｲ� �8��ﾎ｢�嶋 患 �8���"�喋 ′● 、 ′ 嶋 患 �� ���飛�離 寧雷高 志碓経 掻璃 揚佃 嬰や搬 出寒腕 羅懇却 撥 鰯 轍総 革擦過槙 冑b�萪� ��兜 抽 ��ﾂ�+��烹��ﾂ����耳8�����'H�ﾈ���ｷ�����ﾅ��R��｢�嘛��<R�白�ｶ��'��ﾒ�Yｹ�b��Hｽ��ﾗR��ﾂ� 

味N 誌了 劔劔劔劔劔劔劔劔剪y鱒 援軍 

lK 牝ｲ�蟻 巻 凉��lK K 牝ｲ�lK K 凩｢�y��蟻 皆 ��ﾂ�ﾘ(楷�ｸ��lK K 免��Xﾛ｢��Xｪ｢�ｶ薄��轄 皆 ��ｲ�､b��ﾂ�lK 牝ｲ�ｲ�lK K 兔b�lK ����lK K 亳��､b��ﾂ�lK 俚｢�､b�lK K 牝ｲ�ｲ�瑠 璃 牝ｲ�瑳 皆 iIi 粕亦�ｹ颱ﾂ�ｸ��IiI k瑳 K皆 儖��拭 K 免��Xｨﾒ�ﾄｸ､b�ｶ末��耳 e轄 lK皆 K川 牝ｲ�lK ��R�ｲ�

K 抜�IiI 剩ｲ�冓ii 劔iIi 僵 剩ｲ�K 抜�僵 末亦�剩ｲ�劍�2�剩ｲ�K 

馬 留 ！ 傀B�O��F��$r�憧 計 ！ 冕��tｲ��ﾈ�｢���Y2�頸�K l 筆 廿 ⊂） 寸“ 渋 苗 儻��������輩 出一 〇 ぐう 無 芸 几��+r����V2�醇 ！ 筆 廿 ⊂）＝エ 竸ｲ�ｸ���2����K i 筆 甘 く） 無 菌 抜���4ﾒ�営 ！ 筆 佩｢�Ob��2�����ﾒ�62�ｲ�K i ぎ 抜���G����ﾂ�*ﾘ,"�*ﾘ,"�銀�V2�握 計 ！ 凛�����4ﾒ�ｬ2�*ﾘ�｢�巡 諮 庵 ���������環�学 甘 く） 漢 語 冓��ﾎ｢�Ob������8��ｲ�営 ！ 半 �2����Tﾒ�語 尾 営 ！ 代 出 K 冲ｲ��2��ｲ��2����8��ｲ�出 K 抜���珖�?��鮖���ﾈ����V8冷�芋 甘 く〕 ぐつ ！ e N 漢 語 亅｢��R�ｸ����K i 半 甘 く） ○⊃ 洪 富田 ��2�����b��B�R�円 K i 菓 苗 儼2����4ﾒ�ｬ2�*ﾘ�｢���o)�2�V8���K i ギ 廿 8諒 渋桂 苗出 抜���ｧr�68爾���ﾍb���ﾆ｢�V8冷�語 尾 営 ～ 佝｢�啌�����2������ｲ�

捺 剏j 劍ｬ2�*ﾘ�ﾒ�劔豫2�*ﾘ�｢�出－ ⊂）＿ 剴� ○ 剔� 語 尾 醇 剞ｹ 劔甘 く） �?���ｨ爾�

触 豫2��F��ｸﾍb�！ 出 K 冽r�F���2�儖o 薬代 監渋 劍�H環�ｫ����ﾎｩOb�代 渋 苗握 凵Q捺 菓植 苗円 ��H��ｫ�｢�W右���7Y>b�攪ﾆ｢��ｸﾏｲ�凵芒� 無籍 苗烏 ������x��爺 居 留 劍�����^h頸�ﾎｩOb�∽荘 無窮 苗馬 劔凵I 出 K 剔n 惣椎 懸園 劔��2�ﾈ��V8ﾆ｢�
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